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2017年9月に日本南岸沖で形成された特異な黒潮大蛇行流路

Atypical Path of the Kuroshio Large Meander South of Japan occurred

in September 2017
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　日本南岸を流れる黒潮は，大蛇行（LM）流路と非大蛇行（NLM）流路という比較的安定な流路を数年から

数10年の時間スケールで交互にとる．1981-1984年の大蛇行流路を除くと，過去に発生した大蛇行流路

（1975-1980, 1986-1988, 1989-1990, および2004-2005）は，すべて三宅島の北の水路を通る非大蛇行接

岸流路から遷移したことが知られている．そこで，潮位データ（1961-2018），衛星海面高度データ

（1993-2018），海底圧力データ（2014-2017），および海洋速報（1961-2018）を用いて，2017年9月に

発生した大蛇行流路の形成とその後の振る舞いを過去の大蛇行流路と比較した．その結果，2017年の大蛇行

流路は，八丈島の南の水路を通過する非大蛇行離岸流路から遷移したことがわかった．また，1980-1984年と

2017年の大蛇行流路の蛇行の谷は，他の大蛇行流路と比べるとより東に位置し，しばしば伊豆海嶺上に至

る．この様に，1980-1984年と2017年の大蛇行の形成過程と流路の形は他の大蛇行と比べて特異である．し

たがって，黒潮大蛇行流路には二つのタイプがあることが示唆される．ただし，他の大部分の大蛇行流路と同

様に，2017年の大蛇行流路形成前にも，小蛇行と呼ばれる流路の擾乱が九州南東に発生し，その後，伊豆海

嶺西側まで伝搬し，蛇行をさらに発達させた．九州東方を小蛇行が通過する約3カ月前には，海底圧力の大き

な低下を観測し，傾圧不安定に伴う流路の擾乱の発達が重要であることは両タイプで共通している．
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